
上半期 下半期

①地域公共交通確保維持改善事業への参加

　・平成２３年度から実施予定の国の補助事業へ積極的に参加します

①地域公共交通会議（実施主体：町・地域公共交通会議）

　・定期的に地域公共交通会議を開催します

①南ルートのダイヤ・運賃の見直し（実施主体：町・バス事業者）

　・南ルートのダイヤや運賃を見直します

②南ルートの新しい乗車サービスの導入

　・定期券をはじめとした新しい乗車サービスを導入します

③北ルートの路線・ダイヤの見直し

　・北ルートの路線やダイヤを見直します

④北ルートのデマンド運行

　・北ルートの路線・ダイヤの見直しにあわせて、デマンド交通を導入します

⑤タクシー・福祉サービスとの連携

　・タクシーや社会福祉協議会などの福祉サービスとの連携を行います

①公共交通マップの改良

　・利用者や住民の意見を取り入れ、公共交通マップを改良します

②新規転入者に対する公共交通マップ配布

　・役場窓口において、新規転入者に公共交通マップを配布します

①広報とよやまによる公共交通利用ＰＲ

　・広報とよやまで公共交通の利用を促進させる記事を掲載します

②町ホームページにおける公共交通利用ＰＲ

　・利用者や住民、バス事業者の意見を取り入れ、町ホームページで公共交通の
　　利用を促進させるページを改善します

③町外からの来訪者のためのＨＰを通じたＰＲ

　・町ホームページに本町へのアクセスについて掲載します

④高齢者や子どもを対象にしたバスの乗り方ＰＲ

　・高齢者や子どもが集まる機会に、バスの乗り方や使い方を啓発します

⑤乗車キャンペーン

　・無料バスキャンペーンを行います

①民間事業者についての情報提供

　・公共交通マップに民間バス事業者の路線情報などを掲載します

②社会教育センターのターミナル整備

  ・社会教育センターをバスターミナルとして整備します

③交通パスポートの実施

  ・民間バス事業者も含めた共通乗車券を発行します

①空港隣接地における民間航空機の生産・整備拠点の整備計画に対応する

  ・地域の交通に与える影響について研究を行い、対応策を実施します
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平成２６年度地域公共交通総合連携計画の取組状況について

事業の内容 実施主体

町・バス事業者

町・バス事業者

町

取組の具体的な内容
Ｈ２６年度

補助申請
バス事業者と連携して平成２６年度分の国庫補助を申請し、補助採択を受
けた。

補助内定

町・バス事業者

町・バス事業者

適宜開催
地域公共交通会議を開催して、地域公共交通網形成計画や地域協働推進事
業などについて協議・検討を行う。（第１回は平成２６年８月５日、第２
回は１２月２２日に開催）

地域公共交通網形成計画の策定と公共交通の再編検討の中で検討する。

年間 地域公共交通網形成計画の策定と公共交通の再編検討の中で検討する。

年間

地域公共交通網形成計画の策定と公共交通の再編検討の中で検討する。年間

地域公共交通網形成計画の策定と公共交通の再編検討の中で検討する。

地域公共交通網形成計画の策定と公共交通の再編検討の中で検討する。年間

年間

町・住民

町

６月末、地域協働推進事業補助金（２５３千円、うち公共交通マップ
８９千円：４，０００部作成予定）の交付決定を受けた。
現在、２７年３月の作成に向けて内容を検討している。

年間

随時実施

引き続き、路線の変更やバス停の新設、ダイヤ等の改正などの機会を活か
して、バスの利用について積極的に広報する。

随時実施

年間

実施

役場窓口にて新規転入者に配布している。また、「暮らしの便利帳」に掲
載し、全戸配布した。
このほか、地元の商業施設や金融機関に依頼して、公共交通マップを店内
に設置していただいている。

町の公共交通について、その特徴や利用方法などを路線図・ダイヤ・運賃
表とともに掲載する。６月末に地域公共交通地域協働推進事業補助金（２
５３千円、うち公共交通ホームページ１６４千円）の交付決定を受け、現
在、改良・充実に向けて検討している。
また、町内公共交通ネットワークの「見える化」について、平成２７年度
中の実施に向けて関係機関と調整作業を進めている。

詳細の検討 日程や財政的な事情により実施を断念せざるを得なくなった。実施

２６年１１月１８日の高齢者対象の生きがい健康教室に合わせて、とよや
まタウンバスを始めとした公共交通のＰＲを実施した（参加者：約５０
人）。また、２７年３月までを目途に、交通事業者と協力して、子どもを
対象としたバスの乗り方教室の開催を検討する。

詳細の検討

６月末に地域公共交通地域協働推進事業補助金（２５３千円、うち公共交
通ホームページ１６４千円）の交付決定を受け、現在、改良・充実に向け
て検討している。

年間

ＭＲＪの生産・整備拠点事業に伴う通勤対策について、関係機関で協議を
行い、具体案を作成中である。

引き続き、長期課題として検討を行う。

引き続き、長期課題として検討を行う。

２７年３月の作成に向けて、民間バス事業者の路線情報（名鉄バス西春・
空港線、あおい交通名古屋空港直行バス、幸田・勝川線）を含めて検討し
ている。
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町

町

町・バス事業者

町・バス事業者
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